
立
命
館
経
済
学
（
第
九
巻
・
第
六
号
）

五
六
　
（
八
四
六
）

戦
後
日
本
の
農
業
制
度
の
破
綻

井
　
上

晴
　
丸

農
地
改
革
に
よ
つ
て
設
定
さ
れ
た
戦
後
目
本
の
農
業
制
度
一
零
細
地
片
の
所
有
に
隻
づ
く
極
度
に
零
細
窪
民
警
竃
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
）

一
色
に
ぬ
り
つ
ぎ
れ
た
農
業
制
度
一
は
農
地
改
革
後
約
十
年
の
或
る
種
の
安
定
期
問
董
一
た
だ
け
で
・
早
く
差
機
的
姦
綻

○
入
口
に
差
し
か
か
り
始
め
た
。

一
注
一
小
農
国
の
典
型
の
よ
－
に
．
一
、
一
口
わ
れ
る
フ
ラ
ソ
ス
に
お
い
て
も
、
そ
の
簑
制
度
は
圭
も
と
小
独
立
自
箆
で
う
ず
め
っ
く
さ
れ
て
い
る
わ

　
　
け
で
は
な
い
。
次
に
参
考
ま
で
に
、
、
・
く
串
、
・
・
、
、
い
、
、
巾
。
、
汁
・
、
一
・
・
；
・
、
。
・
曇
一
奏
；
邑
、
、
§
二
彗
吉
と
一
た
一
八
九
二
年
の
面

　
　
稜
規
筋
霧
体
数
分
布
お
よ
び
面
秩
分
布
と
、
。
、
、
。
一
。
、
、
…
、
邑
茎
竃
婁
・
妄
筆
。
。
豪
二
に
よ
る
一
九
五
六
～
五
七
年
の
同
様

　
　
の
分
布
と
を
、
対
比
に
便
す
る
形
で
あ
げ
て
お
く
一
次
頁
表
参
照
一
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
四
・
一
ク
タ
ー
以
上
の
経
営
殼
を
も
っ
経
営
は
二

　
　
八
九
二
年
に
お
い
て
経
営
体
数
で
は
二
．
四
％
に
す
ぎ
な
い
に
し
て
嘉
面
警
四
三
・
一
％
を
占
め
て
お
り
二
九
五
六
～
五
七
年
に
お
い
て

　
　
は
五
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
経
営
は
経
営
体
数
の
四
・
二
％
が
二
五
・
五
％
の
農
用
地
面
秩
を
占
め
る
。

、
一
、
。
危
機
的
、
べ
破
綻
。
脇
一
・
入
口
に
は
、
半
封
誇
寄
生
地
主
禦
ら
の
解
放
後
・
一
策
と
し
一
一
蓑
し
た
糞
生
産
力

の
水
準
が
、
い
ま
ヤ
幣
の
水
準
と
は
異
る
新
た
哀
準
に
到
達
し
て
き
て
い
る
こ
と
が
主
穀
た
る
米
の
走
に
お
い
て
は
っ
言
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０
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ｈ
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〇
〇
一

－
一

戦
後
目
本
の
農
業
制
度
の
破
綻
（
井
上
）

と
確
認
さ
れ
だ
し
た
時
期
（
現
象
的
に
は
一
九
五
五
年
・
昭
和
三
〇
年
以
降
○
連
年
豊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

作
と
し
て
注
意
を
ひ
く
）
に
た
だ
ち
に
ひ
き
つ
づ
い
て
、
到
来
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
農
業
生
産
力
の
発
展
は
、
一
面
で
は
（
寄
生
地
主
制
か
ら
の
解
放
の
一
成
果
と

し
て
の
面
と
な
ら
ぶ
他
の
一
面
）
戦
後
の
復
興
過
程
を
乗
り
越
え
新
た
な
発
展
過
程
に

足
を
ふ
み
出
し
た
日
本
の
現
代
独
占
資
本
主
義
が
獲
得
し
て
き
た
と
こ
ろ
の
杜
会
○
生

産
力
の
発
展
（
戦
前
の
生
産
力
を
す
で
に
格
段
と
引
き
は
な
し
た
）
の
農
業
部
門
へ
の

　
　
　
　
（
注
１
）

多
彩
な
反
映
な
の
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
ま
さ
し
く
、
こ
の
杜
会
の
生
産
力
が
資
本
主

義
的
に
編
成
さ
れ
た
そ
れ
で
あ
り
、
と
り
わ
け
現
代
的
な
独
占
資
本
主
義
の
メ
ヵ
ニ
ズ

ム
に
み
ち
び
か
れ
て
発
展
す
る
と
こ
ろ
の
そ
れ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
基
い
て
、
農
業

部
門
で
の
生
産
力
の
発
展
が
工
業
的
諸
部
門
で
の
生
産
力
発
展
に
対
し
て
ま
す
ま
す
立

ち
遅
れ
る
と
い
う
一
般
的
原
則
が
、
前
述
の
農
業
制
度
の
倭
小
な
生
産
基
盤
と
結
び
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
２
）

い
て
、
と
り
わ
け
鋭
い
形
で
貫
徹
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
（
注
１
）
　
た
と
え
ば
戦
後
本
格
的
に
普
及
の
緒
に
っ
い
た
動
力
耕
転
機
に
し
て
も
、
軽
最
牢
冷

　
　
エ
ソ
ヂ
ソ
の
小
型
化
・
機
械
材
賃
の
進
歩
を
可
能
な
ら
し
め
た
工
業
生
産
力
の
職
後
の
発
肚

　
　
を
前
提
と
し
て
い
た
し
、
戦
加
の
段
陪
と
は
典
ろ
傲
底
的
た
杵
及
率
を
獲
得
し
た
動
力
脱
穀

　
　
機
（
戦
前
は
な
お
足
踏
脱
穀
繊
を
完
全
に
駆
逐
す
る
ま
で
に
は
い
た
っ
て
い
な
か
っ
た
）
に

　
　
し
て
も
、
い
ま
の
動
力
脱
穀
機
は
戦
前
の
そ
れ
よ
り
も
は
る
か
に
進
歩
し
た
も
の
（
全
白
働

　
　
式
の
登
場
は
そ
の
一
つ
の
象
徴
）
に
変
化
し
て
ぎ
て
い
ろ
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
戦
後
、
化
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
　
（
八
四
七
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
九
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八
　
（
八
四
八
）

　
肥
料
界
に
ニ
ュ
ー
フ
ェ
ー
ズ
と
し
て
登
場
し
て
き
た
無
硫
酸
根
肥
料
（
尿
素
肥
料
・
塩
安
・
熔
成
燐
肥
な
ど
　
　
こ
れ
ら
は
と
く
に
旧
来
の
化
学

　
肥
料
の
多
施
の
累
積
と
結
び
っ
い
て
肥
沃
度
を
損
傷
し
て
い
る
水
田
向
ぎ
の
化
学
肥
料
と
み
な
さ
れ
て
迎
え
ら
れ
て
い
る
）
に
し
て
も
、
虫
害
．

　
病
害
の
防
除
農
薬
（
Ｄ
Ｄ
Ｔ
を
皮
切
り
に
ホ
リ
ド
ー
ル
に
い
た
る
多
様
な
）
や
、
２
１
４
Ｄ
除
草
剤
の
出
現
に
し
て
も
、
工
業
生
産
力
の
戦
後
の

　
発
展
段
階
を
象
徴
し
て
い
る
。
一
見
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
と
る
に
足
り
な
い
よ
う
に
み
え
る
ビ
ニ
ー
ル
に
し
て
も
叶
て
う
で
あ
り
、
こ
の
ビ
ニ
ー

　
ル
が
荷
代
保
温
資
材
と
し
て
、
水
稲
の
生
育
相
の
時
期
的
コ
ソ
ト
ロ
ー
ル
を
通
じ
て
栽
培
方
式
へ
の
は
か
り
知
れ
な
い
変
化
へ
の
一
契
機
を
与
え

　
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
注
２
）
　
工
業
生
産
力
に
対
す
る
農
業
生
産
力
の
発
展
テ
ソ
ポ
の
立
ち
お
く
れ
を
み
る
場
合
に
、
生
産
手
段
生
産
部
門
を
含
ん
だ
工
業
生
産
力
と
農

　
業
生
産
力
と
を
対
比
す
る
よ
り
も
、
消
費
資
料
生
産
部
門
の
な
か
で
の
工
業
生
産
力
と
農
業
生
産
力
と
を
対
比
す
る
方
が
、
対
比
の
焦
点
を
一
層

　
適
確
に
す
る
と
思
う
。
と
い
う
の
は
こ
う
で
あ
る
。
杜
会
の
生
産
力
の
増
大
と
い
う
こ
と
は
と
り
も
直
さ
ず
あ
ら
ゆ
る
牛
産
過
程
に
お
い
て
、
生

　
ぎ
た
労
働
に
対
し
て
過
去
の
労
働
の
産
物
た
る
物
的
生
産
手
段
を
ま
す
ま
す
多
く
配
置
す
る
こ
と
を
要
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
拡
大
再

　
生
の
た
め
に
杜
会
に
お
い
て
再
耐
租
さ
れ
る
物
的
生
産
手
段
の
ま
す
ま
す
多
く
の
部
分
が
生
産
手
段
を
生
産
す
る
部
門
に
向
け
ら
れ
る
と
い
う
こ

　
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
に
関
す
る
限
り
は
、
資
本
主
義
杜
会
に
か
ぎ
ら
ず
、
杜
会
主
義
杜
会
で
も
そ
う
で
お
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
共
通
的
な

　
牛
雌
手
段
牛
産
榔
門
の
発
腿
の
先
進
性
の
上
で
、
な
お
資
本
主
義
的
牛
雌
に
独
自
的
な
生
産
力
発
腿
の
不
均
等
性
は
っ
ら
ぬ
く
わ
け
で
あ
る
が
、

　
そ
の
独
白
的
な
不
均
等
性
は
、
と
り
わ
げ
同
じ
消
費
資
料
止
産
榔
門
で
お
り
な
が
ら
農
工
問
の
発
峻
が
不
均
等
で
あ
る
と
い
う
不
合
理
と
し
て
一

　
番
す
る
ど
く
現
わ
れ
る
（
重
工
業
優
先
・
し
か
し
て
農
工
□
こ
の
工
は
軽
工
業
の
意
〕
併
進
」
と
い
う
中
国
の
計
画
経
済
搾
進
の
某
調
と
ま
さ
に

　
対
庶
的
な
点
）
。

　
　
二
郁
門
分
割
の
方
式
に
し
た
が
わ
な
い
口
木
の
鉱
工
業
分
類
で
は
、
工
業
の
な
か
か
ら
消
費
箭
料
化
産
部
門
を
取
り
出
せ
な
い
の
で
、
仮
り
に
非

　
耐
久
肘
牛
咋
部
門
を
も
っ
て
工
業
に
お
け
る
消
荻
資
料
牛
咋
部
門
の
動
向
を
代
衣
す
る
も
の
と
み
な
す
場
く
〕
の
、
農
工
両
椰
門
の
生
唯
力
推
映
テ

　
ソ
ポ
の
対
比
を
読
み
と
り
易
い
よ
う
に
し
た
次
の
「
般
工
牛
巌
桁
数
の
比
較
」
昭
和
九
～
三
一
年
）
を
、
参
考
に
か
か
げ
て
お
く
。
（
次
頁
夫
参
照
）

　
右
の
売
腿
の
不
的
等
の
拡
大
と
緒
び
つ
い
て
生
れ
て
く
る
諮
矛
盾
（
農
工
閉
の
い
わ
ゆ
る
所
得
格
差
の
拡
大
．
小
後
民
経
営
の
大

最
的
落
贋
・
農
民
減
少
過
程
の
な
か
に
消
化
吸
収
さ
れ
な
い
旅
業
賃
労
働
の
大
批
准
火
・
細
分
さ
れ
た
私
的
土
地
所
有
の
断
片
化
と

土
地
荒
廃
等
六
）
○
大
規
模
た
展
開
と
い
う
点
を
い
え
ば
、
ン
、
れ
は
い
ま
や
世
界
的
に
い
っ
て
挑
代
独
占
資
本
主
義
諾
因
に
お
け
る
共
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０
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０
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●
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２
●

９
］

５

６
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３
●
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２
●
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９
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８
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２
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Ｏ
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８
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Ｏ
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５
●
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４
●

２４１３

１
人

８
●

７４１４１

８
●

８４１５１

６
●

９４１６１

５
■

４４１７１

１●０６１８１

８
●

８７１９１
２
　
７
　
４

０
　
０
　
７

（
Ｏ
　
ｏ
Ｏ
　
Ｑ
ｏ

０
　
　
１
　
　
９
】

（
！
＾
　
（
■
一
　
つ
】

（
ｏ
　
０

４
　
　
１
１

一
Ｌ
０
　
７
’

２
３
２
４

６
●

３８

４
●

４１１

２
５

２
６

４●６

（
ソ
】

１７２

１●５５１８

ｎ
■
一

Ｏ
）
　
７
‘

（
ｏ
　
Ｏ

（
ｏ
　
　
８

１
■
　
　
１
■

ｏ
）
　
０

２
　
Ｑ
リ

１３

○口力

白
旦

は欄Ｂ／Ｃ

　
○

るよに頁
４
８」計統礎基業農本日「文信用加考

一
化
閑む

』－

職
淡
〔
木
の
農
茱
側
度
の
破
綻
（
件
上
）

通
の
現
象
で
あ
り
、
か
ね
て
．
か

ら
す
で
に
農
業
保
護
の
国
家
的

な
経
済
活
動
の
大
巾
な
介
入
と

（
注
）

支
え
な
し
に
は
、
そ
○
国
の
独

占
資
本
主
義
白
体
と
し
て
放
置

で
き
な
い
状
態
に
い
た
っ
て
お

り
、
そ
の
点
が
国
家
独
占
資
本

主
義
を
ま
す
ま
す
必
然
化
す
一

つ
の
契
機
と
も
な
っ
て
い
た
と

い
う
こ
と
、
を
見
逃
す
わ
け
に

は
い
か
な
い
。

　
　
（
注
）
　
資
本
主
義
高
度
化
の
な

　
　
　
か
で
の
農
業
保
護
政
策
は
、

　
　
　
と
く
に
例
の
世
界
農
業
恐
慌

　
　
　
を
と
も
な
っ
た
一
九
二
九
年

　
　
　
の
大
恐
慌
を
一
つ
の
境
に
し

　
　
　
て
、
す
で
に
世
界
的
に
不
可

　
　
　
避
な
側
向
と
な
っ
て
ぎ
た
と

　
　
　
い
え
る
が
、
そ
の
保
護
政
焚

　
人
九
　
（
八
円
九
）



　
立
命
館
経
済
学
（
第
九
巻
．
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇
　
（
八
五
〇
）

が
強
度
化
し
大
規
模
化
し
た
第
二
次
大
戦
後
の
状
況
を
、
　
世
界
的
に
大
観
す
る
に
は
次
の
好
箇
の
資
料
（
ガ
ッ
ト
の
専
門
家
委
員
会
の
報
告

箏
９
ま
巨
Ｈ
、
、
↑
・
；
き
・
量
一
ヴ
邑
９
＞
尉
毛
・
二
耳
・
勺
竃
巴
Ｏ
｛
■
老
睾
汁
。
。
一
〇
・
星
邑
宕
・
８
己
；
汁
・
箏
弓
邑
穿
彗
ｑ
ウ
註
９

０
彗
、
＜
Ｐ
０
９
０
く
、
■
－
竃
ｏ
。
中
に
収
め
ら
れ
た
Ｆ
Ａ
○
提
供
の
資
料
　
　
そ
の
資
料
は
『
の
び
ゆ
く
農
業
」
８
６
「
貿
易
自
由
化
と
農
業
政
策
の
帰

趨
」
の
な
か
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
）
が
あ
る
。

１
５

１
４

１
３

１
２

１
１

１
０

９
８

７
６

５
４

３
２

１
０

年
５
６

～

５
５
ぎ

１
９
ら

　
ひ
と
の

５
年
と

、
閉
助

胴
仔

Ｇ
格

格
価

価
入

取
輪

受
界

者
世

業
と

農
）

の
均

麦
平

小
の

■・・－

力

ナ

ダ

一
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ヤ

一
デ
ン

マ

！

ク

１
一
オ

ラ

ン

ダ

一
ア

ー
メ

リ

カ

一
ス

工

ー
デ

ソ

一
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア

麦

一
イ

ギ

リ

「
一
ギ

ス

リ

シ

ヤ

一
べ

レ
ノ

ギ

１

一
フ

ラ

ソ

ス

一
口

本

一
ス

べ

イ

ン

一
オ
ー
ス
ト
リ
ア

一
西

ド

イ

ツ

一
ポ
ル
ト
ガ
ル

一
ト

レ
ノ

コ

１

ｉ

一
イ

タ

”
ノ

ア

「
一
ウ
エ

－

１
！

一
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

一
ス

イ

ス

　
　
　
　
　
一
１
」
－
ｉ
Ｌ
Ｌ
「
－
　
一
１
５
１
４
１
３
１
２
ｕ
１
０
９
８
７
６
５
４
３
２
１
０

　
　
　
レ

　
　
　
ノ

　
　
　
ト

　
　
り

　
　
当

　
　
　
ム

　
　
ラ

　
　
ク

　
　
　
ロ

　
　
キ

　
　
Ｏ

　
　
０

　
　
１

　
　
の

　
　
も

　
　
　
こ

　
　
六

　
　
ｔ

　
　
身

　
　
さ

格
格
セ

　
　
』
」
／

而
一
面
一
ｆ

イ
ｆ
提

入
出
こ

輸
輸
山

界
界
糊

泄
泄
｝

杜
足
　
、

平
平
カ

　
一
ｖ
〇

　
一
Ｌ

一
４
　
　
　
一
〔

仰
　
　
　
Ｈ
〔

　
そ
れ
は
、
輸
入
国
に
お
け
る
保
護
の
強
慎
を
、
小
麦
の
生
産
者

受
取
価
格
が
輪
入
者
に
お
け
る
世
界
輸
入
価
格
を
ど
の
程
度
上
廻

る
か
に
よ
っ
て
、
ま
た
輸
出
国
に
つ
い
て
は
、
生
産
老
受
取
価
格

が
世
界
輸
出
価
格
を
ど
の
程
度
上
廻
る
か
に
よ
っ
て
、
判
定
す
る

わ
げ
で
お
る
が
、
そ
の
判
定
を
国
際
的
対
比
に
む
い
て
行
い
う
る

よ
う
に
輸
出
価
格
・
輸
入
価
楴
の
そ
れ
ぞ
れ
を
世
界
平
均
の
価
格

で
示
し
た
と
こ
ろ
に
特
徴
が
お
る
。

　
こ
れ
に
よ
る
と
生
産
者
受
取
価
格
が
平
均
世
界
輸
入
仙
杵
の
二

倍
に
も
な
る
ス
イ
ス
を
筆
頭
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
諦
国
が
立
ち
な
ら

び
、
強
度
保
護
政
焚
の
国
と
み
な
さ
れ
る
日
本
で
も
十
位
に
位
す

る
ほ
ど
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

　
な
お
、
以
下
の
本
文
に
引
ぎ
っ
づ
い
て
の
べ
る
で
お
ろ
う
よ
’
）

に
、
こ
の
よ
う
に
世
界
的
に
強
度
化
し
大
姐
模
化
し
た
炎
産
物
価

格
保
護
政
策
白
体
が
い
ま
や
破
綻
し
っ
っ
お
り
、
こ
れ
の
一
耶
純
な

維
持
は
排
さ
れ
ね
ぼ
な
ら
ぬ
と
い
う
方
向
（
糀
迭
的
改
善
…
魎
の

提
起
と
結
び
つ
い
て
）
　
に
笈
化
し
は
じ
め
て
い
る
。
　
し
か
し
、

こ
の
方
向
変
化
も
仙
彬
保
護
放
焚
の
某
調
を
全
く
は
ず
す
な
ど
と

い
う
と
こ
ろ
に
は
、
も
は
ヤ
汀
ぎ
得
工
、
小
い
命
連
を
担
わ
さ
れ
て
い

る
、



　
し
か
も
そ
の
農
業
保
護
の
国
家
的
経
済
活
動
と
し
て
独
占
資
本
主
義
諸
国
に
一
般
化
し
て
い
る
農
産
物
価
格
支
持
の
政
策
そ
れ
自

体
が
、
ど
の
国
で
も
い
ま
ヤ
拡
大
す
る
諸
矛
盾
の
新
た
な
契
機
に
再
転
化
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
の
が
、
さ
ら
に
新
し
い
特
徴
的
な
事

態
で
あ
る
。
そ
れ
は
国
内
的
要
因
か
ら
も
そ
う
だ
し
、
ま
た
国
際
的
要
因
に
う
な
が
さ
れ
て
も
ン
、
う
な
っ
て
き
て
い
る
（
た
と
え
ば

ヨ
ー
、
ヅ
バ
で
は
欧
州
農
産
物
協
同
市
場
が
、
国
内
農
産
物
の
価
格
保
護
政
策
と
矛
盾
し
て
き
て
い
る
　
　
国
内
保
護
価
格
制
は
、

そ
の
国
農
産
物
の
コ
ス
ト
高
を
個
定
し
農
産
物
共
同
市
場
で
の
競
争
力
を
殺
ぐ
。
ま
た
貿
易
白
由
化
と
国
内
農
産
物
保
護
価
格
・
戸
し
の

矛
盾
は
現
に
日
本
が
当
面
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
）
。

　
さ
ら
に
ま
た
、
と
り
わ
け
、
そ
の
国
の
農
業
制
度
が
小
商
品
生
産
者
的
農
民
経
営
の
大
群
を
擁
し
て
い
る
フ
ラ
ソ
ス
や
西
独
で
は

事
態
は
一
膳
深
刻
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
小
農
民
的
生
産
の
大
最
な
崩
落
的
解
体
過
程
が
深
化
（
そ
れ
は
生
産
力
発
展
○
農
工
問
の
不

均
等
の
拡
大
を
背
に
負
っ
て
促
進
さ
れ
て
き
た
の
だ
）
し
て
い
る
事
態
が
加
わ
っ
て
既
往
の
農
業
制
度
が
、
、
イ
、
の
ま
ま
で
は
も
は
や

現
代
資
本
主
義
が
も
た
ら
し
た
杜
会
的
牛
産
力
発
展
の
も
と
で
の
農
業
生
産
力
の
編
成
基
盤
と
な
り
得
な
い
状
態
が
到
来
し
て
お
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
）

既
往
の
農
業
制
度
の
再
整
理
に
向
っ
て
国
家
の
政
策
と
活
動
を
方
向
ず
け
ね
ば
な
ら
ぬ
事
態
が
姶
ま
っ
た
（
こ
○
方
向
ず
け
に
お
け

る
国
家
の
介
入
活
動
は
そ
れ
臼
体
が
国
家
独
占
資
本
主
義
の
一
層
○
強
度
化
の
一
指
標
に
他
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
）
。

　
（
注
）
　
西
独
で
は
一
九
五
三
年
以
来
の
農
民
組
合
側
と
政
府
与
党
側
と
の
、
　
農
産
物
価
格
支
持
策
と
農
産
物
生
産
費
底
下
策
と
の
、
　
力
点
の
お
き

　
　
ど
こ
ろ
を
異
に
す
る
政
策
論
争
（
連
邦
議
会
を
舞
台
と
し
た
）
の
相
克
を
経
て
一
九
五
五
年
に
農
業
基
木
法
（
］
）
鶉
■
彗
｝
乏
Ｈ
誌
Ｏ
－
峯
｛
蒜
０
ｑ
Ｏ
。
。
黒
Ｎ
）

　
　
が
糊
定
さ
れ
る
。

　
　
　
フ
ラ
ソ
ス
で
は
一
九
五
六
年
農
業
経
営
者
組
合
連
合
会
の
農
業
政
策
の
基
本
に
閑
す
る
要
求
（
「
農
民
家
族
経
営
の
擁
護
と
近
代
化
」
と
魎
す
る

　
　
提
案
）
に
お
い
て
緊
迫
化
し
て
以
来
、
ド
ゴ
ー
ル
政
権
下
に
お
げ
る
さ
ま
ざ
ま
の
曲
析
を
経
て
一
九
六
〇
年
「
農
業
の
方
向
ず
け
に
閥
す
る
法
律
」

　
　
が
成
立
す
る
（
こ
の
問
の
事
情
と
、
法
案
を
め
ぐ
る
国
民
議
会
の
論
争
記
録
お
よ
び
法
案
の
内
容
は
、
い
ち
早
く
そ
の
晦
前
渡
仏
の
久
宗
一
。
阿
氏
に

　
　
よ
り
も
た
ら
さ
れ
、
　
『
の
び
ゆ
く
農
業
」
竃
「
フ
ラ
ソ
ス
農
業
基
本
法
へ
の
途
」
及
び
「
の
び
ゆ
く
農
業
」
－
○
○
　
「
フ
ラ
ソ
ス
農
業
茶
本
法
の
成

　
　
　
戦
後
口
木
の
農
業
制
度
の
破
綻
（
芹
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
　
（
八
五
一
）



　
　
　
立
命
餌
経
済
学
（
第
九
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
　
　
　
　
六
二
　
（
八
五
二
）

　
　
立
」
に
お
い
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
）
。

　
さ
て
目
下
当
面
す
る
に
い
た
っ
て
い
る
日
本
の
農
業
制
度
の
危
機
的
な
破
綻
○
性
格
で
あ
る
が
、
ン
、
れ
は
た
し
か
に
右
に
述
べ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
）

現
代
独
占
資
本
主
義
諸
国
で
の
世
界
的
兆
侯
と
共
通
の
性
格
　
（
独
占
資
本
主
義
の
現
段
階
に
お
け
る
農
業
危
機
と
し
て
）
　
を
も
っ

て
い
る
。
現
に
こ
の
危
機
的
破
綻
へ
の
国
家
の
対
策
へ
の
取
り
組
み
も
時
期
的
に
ほ
ぼ
一
致
し
て
お
り
、
対
策
の
方
向
的
内
容
に
お

い
て
も
類
似
す
る
点
が
少
く
な
い
。
日
本
で
内
閣
総
理
大
臣
の
諮
間
機
関
た
る
位
置
で
「
農
林
漁
業
基
本
問
題
調
査
会
」
が
設
け
ら

れ
、
こ
の
間
題
に
関
す
る
国
家
Ｏ
対
策
の
方
向
ず
け
に
農
林
省
が
精
力
的
に
取
り
組
み
始
め
た
の
が
一
昨
年
（
一
九
五
九
．
昭
和
三

四
）
の
中
頃
か
ら
で
あ
り
、
昨
年
五
月
の
「
農
業
基
本
問
題
対
策
（
案
）
」
（
同
調
査
会
同
小
委
員
会
報
告
）
に
お
い
て
す
で
に
大
綱
的

な
方
針
案
が
打
ち
出
さ
れ
た
（
総
選
挙
後
の
池
田
内
閣
は
ン
、
の
い
わ
ゆ
る
「
成
長
政
策
」
〇
一
環
と
し
て
こ
○
方
針
を
う
け
入
れ
、

す
で
に
除
六
に
と
り
あ
げ
始
め
て
い
る
）
の
で
あ
る
が
、
右
の
調
査
会
設
置
の
気
運
醸
成
の
促
進
的
契
機
と
な
っ
た
ｏ
は
、
あ
き
ら

か
に
西
独
に
お
け
る
「
農
業
基
本
法
」
で
あ
っ
た
し
、
ま
た
「
農
業
の
方
向
ず
け
に
関
す
る
法
律
」
に
結
実
す
る
フ
ラ
ソ
ス
で
の
策

案
過
程
が
日
本
で
の
策
案
に
影
響
を
与
え
、
な
い
し
は
対
策
の
確
信
ず
け
に
役
立
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
（
注
）
　
ル
・
モ
ソ
ド
紙
の
政
治
部
兵
は
そ
れ
を
「
成
長
期
の
危
繊
」
と
表
現
し
て
い
る
と
い
う
（
久
宗
一
、
阿
、
前
掲
「
の
び
ゆ
く
農
業
」
８
）
。

　
そ
れ
ら
Ｏ
こ
と
は
と
も
か
く
と
し
て
、
し
か
し
、
独
占
資
本
主
義
諦
国
の
農
業
制
度
の
危
機
が
、
独
｛
資
本
主
義
の
軌
段
附
を
火

象
す
る
農
業
危
機
と
し
て
世
界
史
的
に
共
通
の
基
調
に
融
け
込
む
性
格
の
も
の
で
は
あ
る
に
し
て
も
、
因
く
に
お
け
る
既
往
の
農
業

制
皮
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
迷
（
農
業
制
度
は
く
に
ぐ
に
に
よ
っ
て
、
現
時
点
以
前
の
歴
史
的
に
肌
定
さ
れ
た
諮
条
件
の
累
秋
に
よ
っ
て

さ
ま
ざ
ま
な
相
連
を
も
っ
て
い
る
）
に
基
い
て
、
ン
、
の
危
機
の
態
様
も
性
格
も
全
く
一
率
の
も
の
で
は
な
い
。
ま
し
て
や
日
本
の
よ

う
に
、
近
六
十
数
年
以
前
ま
で
半
封
建
的
寄
化
地
主
制
が
、
独
山
資
本
主
義
の
段
附
に
持
ち
こ
ま
れ
て
長
い
閉
農
民
経
営
と
農
業
生



産
力
の
在
り
方
を
拘
束
的
に
規
定
し
た
歴
史
を
持
つ
国
に
お
い
て
は
、
改
革
後
の
農
業
制
度
が
世
界
史
的
対
比
に
お
い
て
す
で
に
特

徴
的
で
君
・
し
た
が
っ
て
ま
た
そ
の
危
機
に
き
て
轟
徴
的
荏
格
竃
つ
で
あ
ろ
う
と
い
う
点
覧
逃
し
て
は
奮
ま
い
。

　
　
　
　
　
　
　
一
一

今
目
・
誰
の
目
に
高
ら
か
董
象
は
、
監
改
革
後
に
震
し
て
き
た
農
筆
産
力
が
、
早
く
島
在
の
嚢
制
度
に
吉
る

経
営
面
稜
規
模
の
極
度
の
零
細
性
と
衝
突
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
戦
後
の
農
業
生
産
力
の
仲
び
は
、
主
穀
た
柔
作
の
反

収
上
昇
率
一
戟
前
昭
和
四
－
八
年
平
均
と
昭
和
…
一
－
三
五
年
平
均
と
の
対
比
一
に
お
い
て
東
韮
一
県
四
八
。
六
％
一
一
．
九
二
石

か
ら
二
．
八
六
四
石
一
一
近
幾
六
県
七
・
四
％
一
二
・
三
三
二
石
か
ら
二
・
五
〇
四
石
一
一
と
い
う
よ
う
に
、
東
北
の
伸
び
が
顕
著

で
あ
る
が
・
そ
れ
は
経
営
面
積
規
票
東
北
に
お
い
て
西
日
本
吉
為
対
的
に
大
き
い
と
い
う
既
成
の
菱
一
、
一
、
れ
は
か
つ
て
は

東
北
の
西
目
本
に
比
し
て
の
生
産
力
の
低
さ
に
規
定
さ
れ
て
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
た
面
驚
模
で
あ
つ
た
の
だ
が
一
が
、
他
の
諸
条

件
を
き
て
何
吉
も
・
東
北
に
幸
い
し
た
の
だ
と
い
え
る
。
と
は
い
え
こ
れ
ら
の
比
較
は
相
対
的
窩
題
に
す
茎
い
。
表

ろ
ん
東
北
を
含
め
て
・
日
本
の
現
在
の
農
業
制
度
に
淳
る
土
地
経
営
規
模
の
極
度
の
零
細
性
”
一
、
れ
臼
体
は
、
一
と
い
つ
て
喜
ろ

ん
そ
の
裏
打
ち
差
っ
て
い
る
私
的
土
地
所
有
の
彊
の
零
細
性
と
緒
び
つ
け
て
の
こ
と
で
あ
る
が
二
箇
の
特
殊
驚
的
訴
解

一
書
菱
一
冨
§
の
素
朴
き
ま
わ
る
類
推
で
な
く
一
蚕
す
る
も
の
と
考
え
る
。
こ
の
燐
一
の
接
近
一
こ
の
諜
一
の
到

達
が
日
本
の
当
血
す
る
繋
儀
玩
解
と
そ
の
集
的
解
決
一
の
日
本
の
道
ワ
一
、
れ
は
祉
会
義
一
の
呆
。
道
に
つ
奈
る
一

莱
め
る
上
で
の
；
の
重
案
ヵ
ギ
と
な
る
の
で
な
い
か
と
隻
る
一
は
、
こ
の
レ
ヂ
ユ
メ
的
小
淋
の
・
ざ
す
と
こ
、
わ
。
な
、
り
だ
が
、

は
じ
め
に
一
つ
Ｏ
手
が
か
り
と
し
て
次
Ｏ
点
を
指
一
向
し
て
お
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三
（
八
、
五
二
）

　
　
　
戦
後
日
本
の
農
業
制
度
の
破
綻
（
井
上
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
九
巻
．
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四
　
（
八
五
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
　
　
　
、
　
　
　
、

　
、
！
、
れ
は
、
右
に
戦
後
農
業
牛
産
力
の
上
昇
が
早
く
も
経
営
土
地
面
積
の
極
度
の
狭
小
さ
と
ぶ
つ
か
っ
て
い
る
い
っ
た
が
、
そ
の

「
早
く
も
」
と
い
う
こ
と
の
意
味
に
関
連
す
る
こ
と
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
戦
後
の
牛
蛙
力
水
準
の
上
昇
は
量
的
標
示
に
お
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
１
）

は
な
る
ほ
ど
い
ち
ぢ
る
し
い
も
の
が
あ
る
と
は
い
い
な
が
ら
、
質
的
な
生
産
力
の
構
造
的
内
容
の
面
・
す
な
わ
ち
農
業
技
術
の
体
系

的
性
格
と
い
う
面
か
ら
い
え
ば
、
ン
、
れ
は
農
法
（
農
業
技
術
体
系
）
的
発
展
の
法
則
性
に
も
と
づ
い
て
形
成
さ
れ
る
べ
き
近
代
型
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
２
）

農
法
的
メ
ヵ
ニ
ズ
ム
を
持
つ
構
造
を
、
な
お
形
成
し
得
て
い
な
い
。
戦
前
の
、
化
学
肥
料
に
一
辺
倒
的
な
い
わ
ゆ
る
多
肥
農
法
と
よ

ば
れ
る
農
業
技
術
体
系
○
型
は
、
寄
牛
地
主
制
に
よ
っ
て
条
件
づ
け
ら
れ
、
寄
生
地
主
制
が
独
占
資
本
主
義
時
代
に
ま
で
持
続
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
３
）

る
限
り
に
お
い
て
の
独
白
的
な
形
態
を
築
い
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
農
地
改
革
後
の
農
業
諸
技
術
の
変
化
は
、
当
然
こ
の
古
い
目

本
型
（
地
主
制
型
）
の
農
法
か
ら
の
脱
皮
の
諸
契
機
を
含
ん
で
展
開
さ
れ
て
は
い
る
が
、
ま
だ
戦
前
の
型
か
ら
の
変
形
の
ジ
グ
ザ
グ

な
過
程
を
う
ろ
つ
い
て
い
る
段
階
で
あ
り
、
農
業
諸
技
術
を
体
系
的
に
見
た
場
合
に
ま
だ
近
代
型
の
農
法
的
原
理
を
も
つ
構
造
を
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
４
）

着
さ
せ
る
ま
で
に
は
い
た
っ
て
い
な
い
。
戦
後
日
本
の
農
業
制
度
は
そ
○
内
部
の
ど
こ
か
の
郁
分
に
お
い
て
す
ら
そ
れ
を
定
着
さ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

る
に
い
た
ら
斗
な
い
時
期
に
早
く
も
経
桝
土
地
而
秋
の
極
度
の
狭
小
さ
と
Ｏ
全
面
的
衝
突
を
引
き
お
こ
し
て
い
る
の
で
あ
る
・
こ
の
点

は
、
勺
、
、
、
。
－
。
箏
。
村
。
箏
↓
自
Ｂ
に
基
づ
く
小
生
産
考
的
農
民
経
営
○
尤
大
た
群
を
内
包
す
る
農
業
制
度
が
、
封
雄
的
農
法
の
廃
雄
化
の

上
に
近
代
型
の
農
法
を
、
ン
、
の
撲
業
制
度
の
一
角
で
す
で
に
定
着
さ
せ
得
た
と
い
う
基
盤
の
上
で
の
、
か
っ
て
の
～
富
昌
雪
Ｏ
好
雪
－

昌
昌
。
、
の
場
八
口
と
は
、
異
る
点
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
ン
、
ｏ
よ
う
な
艘
§
竺
竃
巴
鷺
鼻
艘
昌
¢
Ｈ
を
大
枇
的
に
内
包
す
る
災
業
制
皮
白

体
が
、
フ
ラ
ソ
ス
革
命
後
一
五
〇
年
に
し
て
、
い
ま
巾
、
軌
代
資
本
主
義
の
小
産
力
段
陪
で
俗
に
「
一
つ
の
世
紀
か
し
他
ｏ
世
紀
へ
の

、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

つ
な
ぎ
め
」
と
し
て
印
象
ず
け
ら
れ
る
ほ
ど
の
危
機
に
逢
府
し
て
い
る
。
そ
の
危
機
の
世
界
火
的
基
謝
の
な
か
に
、
か
っ
て
の
近
代

型
の
農
法
定
杵
す
ら
現
実
化
さ
ぬ
ま
ま
．
ト
、
早
く
も
融
け
込
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
、
農
地
改
革
後
か
朴
か
い
十
牛
小
口
本
農
業
制



度
の
危
機
（
農
業
生
産
力
水
準
の
戦
前
水
準
か
ら
の
上
昇
が
見
ら
れ
る
や
否
や
問
髪
を
い
れ
ず
に
ひ
き
つ
づ
く
と
こ
ろ
の
農
業
危
機
）

○
、
特
殊
的
位
置
ず
け
を
、
差
し
あ
た
っ
て
先
づ
マ
ー
ク
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。

（
注
１
）

調
ｏ
。
～
Ｈ
◎

癖
艦
峠

畠

縣
苛
灘
ｅ
謙
麟

塞
　
　
　
ミ
　
　
　
心
ｏ
◎

Ｓ
　
　
　
Ｏ
Ｏ
Ｏ

ｏ
ｏ
Ｈ
　
　
　
ｏ
０
Ｎ

ｏ
◎
ｏ
ｏ

講

吟

Ｈ
Ｏ
○
．
Ｏ
　
　
　
　
　
り
べ
．
岬

Ｈ
○
〇
一
｛
　
　
Ｈ
Ｈ
■
○

Ｈ
○
〇
一
〇

８
一
心

８
一
仁

Ｈ
Ｏ
ｐ
Ｏ

Ｈ
Ｓ
ｂ

自
ｏ
。
．
Ｎ

－
匿
一
岬

旨
○
．
り

－
ミ
一
仁

Ｈ
ト
○
ｍ
．
ｏ
０
　
　
Ｈ
心
り
一
〇
◎

Ｈ
Ｎ
ド
Ｈ
　
　
Ｈ
Ｎ
べ
．
Ｈ

輩
　
灘

］
１
０
０
，
Ｏ
　
　
　
　
　
］
．
○
Ｏ
．
Ｏ
◎

］
１
０
り
ー
○
　
　
　
］
．
心
Ｏ
．
Ｈ

Ｈ
○
〇
一
〇

Ｈ
○
○
〇
一
仁

胃
一
ｍ

Ｈ
ｓ
一
〇
。

８
一
〇
〇

お
べ
一
切

旨
Ｈ
一
べ

嚇
　
劇

Ｈ
○
○
．
○
　
　
　
Ｎ
○
◎
』

ミ
．
○
ｏ

○
ｏ
〇
一
Ｎ

Ｈ
０
９
ｏ

ミ
一
Ｎ

Ｈ
○
○
、

８
一
仁

Ｈ
Ｏ
ｏ
。
一
〇
。

ｏ
ｏ
Ｏ
ｏ
．
ｏ

－
違
一
〇
〇

Ｈ
塞
１
０

Ｈ
崖
』

ｃ
〇
一
一
〇
。

－
ミ
６

熟

県

Ｈ
○
〇
一
〇

彗
．
ｃ
。

一
お
一
〇
〇

Ｈ
Ｏ
〇
一
〇

Ｈ
轟
一
〇

ミ
Ｈ
一
〇

一
畠
一
べ

８
０
一
¢

崖
ｏ
。
一
〇

轟
卜
¢

ミ
ｏ
。
一
〇
。

違
〇
一
ベ

ミ
ｏ
◎
．
ｃ
ｏ

Ｈ
ｏ
◎
○
ｏ
．
ｏ
◎

－
Ｈ
ｏ
◎
』

ｃ
。
岬
一
Ｎ

お
○
』

畠
ｍ
．
０

Ｈ
ｏ
ｏ
〇
一
ｃ
ｏ

お
ｐ
べ

Ｈ
旨
一
Ｈ

Ｏ
ｏ
卜
杜

Ｈ
ミ
一
蜆

ミ
り
．
ｏ

胃
ｏ
ｏ
ｂ

　
　
　
義
射
　
癖
茸
薄
辮
膳
斜
雷
雷
謝
蛛
娯
繁
ヨ
「
癖
辮
ｅ
牒
斜
葛
園
～
牌
斗
茸
薄
」
（
轟
醐
素
）
片
Ｏ
。

（
注
２
）
　
土
地
の
肥
沃
度
の
再
生
産
的
造
成
の
タ
ィ
プ
は
農
法
の
性
格
的
特
徴
の
一
っ
の
総
括
的
表
現
と
み
ら
れ
う
る
と
い
う
の
は
、
お
よ
そ
物
資

　
の
生
産
と
は
工
業
と
農
業
と
を
間
わ
ず
、
　
「
白
然
の
物
質
代
謝
を
統
禦
」
　
（
ス
タ
ー
リ
ソ
）
す
る
こ
と
に
あ
る
が
、
農
業
牛
産
の
工
業
牛
産
と
異

　
る
と
こ
ろ
は
、
土
地
と
い
う
生
産
条
件
を
媒
介
と
し
て
、
土
地
に
結
ば
れ
た
姿
に
お
い
て
物
質
代
謝
の
運
動
形
態
に
あ
る
白
然
諸
力
を
コ
ソ
ト
ロ

　
ー
ル
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
り
、
生
産
の
条
件
と
し
て
、
土
地
に
結
ば
れ
る
農
業
的
自
然
請
力
を
再
生
産
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
点
に
あ
る

　
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
農
業
牛
産
力
の
特
殊
性
に
つ
い
て
」
１
「
目
本
農
業
発
達
史
」
別
巻
下
〔
中
央
公
論
杜
刊
〕
所
収
、
六
六
五
～
六

　
六
七
頁
参
照
）
。

　
　
さ
て
、
近
代
型
の
農
法
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
持
っ
構
遣
と
は
、
土
地
に
結
ば
れ
る
農
業
的
自
然
諸
力
（
い
い
か
え
れ
ば
土
地
の
肥
沃
度
）
を
そ
の

　
自
然
諸
力
の
合
法
則
に
か
な
っ
て
再
牛
産
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
組
み
立
て
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
戦
後
日
本
の
農
業
制
度
の
破
綻
（
井
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
　
（
八
五
五
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
九
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六
　
（
八
五
六
）

　
　
し
か
し
て
次
に
、
そ
の
組
み
立
て
が
農
法
発
展
の
法
則
性
に
も
と
づ
い
て
形
成
さ
れ
る
と
右
に
い
う
と
こ
ろ
の
、
そ
の
農
法
発
展
の
法
則
性
と

　
は
い
か
な
る
も
の
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
土
地
の
肥
沃
度
の
回
復
を
、
以
前
は
自
然
性
的
回
復
力
に
よ
り
多
く
た
よ
ら
な
げ
れ
ば
な
ら
た
か
っ
た

　
技
術
段
階
か
ら
、
ひ
と
び
と
が
自
然
を
コ
ソ
ト
回
ー
ル
し
た
状
態
で
の
・
コ
ソ
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
た
回
復
力
の
獲
得
（
し
か
も
土
地
の
肥
沃
度
自
体

　
は
以
前
の
水
準
よ
り
は
る
か
に
高
め
ら
れ
た
水
準
の
上
で
）
へ
と
進
む
よ
う
な
技
術
の
体
系
的
発
展
が
、
前
段
階
か
ら
後
段
階
へ
と
或
る
内
面
的

　
な
必
然
性
を
も
っ
て
進
む
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
封
建
時
代
の
農
法
段
階
で
は
、
そ
の
生
産
力
水
準
で
の
土
地
の
肥
沃
度
の
再
生
産
に
は
、
耕
地
以
外
か
ら
の
自
然
の
草
生
の
助
げ
を
借
り
な
け

　
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
近
代
杜
会
の
農
法
段
階
と
そ
れ
以
前
と
段
階
的
に
区
切
る
と
こ
ろ
の
新
し
い
水
準
で
の
土
地
の
肥
沃
度
の
再
生
産
は
、
自

　
然
の
草
生
を
栽
培
さ
れ
る
革
・
す
な
わ
ち
飼
料
作
物
に
転
換
し
た
点
に
あ
る
と
見
な
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
、
農
産
物
（
畜
産
物
を
含
め
て
）
の
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

　
産
過
程
が
、
土
地
肥
沃
度
の
単
な
る
消
耗
で
な
く
て
、
直
ち
に
そ
の
生
産
の
生
産
条
件
と
し
て
の
土
地
肥
沃
度
の
同
復
で
あ
る
と
い
う
農
法
的
水
準

　
が
、
近
代
杜
会
の
初
期
的
段
階
で
ひ
ら
げ
る
。
そ
の
基
調
の
上
で
化
学
肥
料
が
補
充
さ
れ
、
か
っ
ま
た
ト
ラ
ク
タ
ー
農
法
の
現
代
的
発
腿
が
っ
み

　
重
な
る
。

　
　
以
上
の
農
法
発
展
の
法
則
性
、
な
ら
び
に
そ
の
法
則
性
の
上
で
の
日
本
農
法
の
位
置
ず
げ
に
っ
い
て
は
、
加
用
信
文
一
日
本
農
法
の
位
置
ず
げ
」

　
（
「
日
本
農
業
発
達
史
」
第
八
巻
所
収
論
文
）
を
参
照
さ
れ
た
い
（
こ
れ
は
日
本
農
法
の
生
産
力
史
的
研
究
へ
の
礎
石
と
い
っ
て
よ
い
）
。

　
　
※
　
マ
ル
ク
ス
の
次
の
有
名
な
一
節
１
「
資
本
制
的
農
業
の
あ
ら
ゆ
る
進
歩
は
労
働
者
か
ら
掠
奪
す
る
技
術
に
お
け
る
進
歩
で
お
る
ば
か
り
で

　
　
　
な
く
、
同
時
に
土
地
か
ら
掠
奪
す
る
技
術
に
お
け
る
進
歩
で
も
あ
り
、
お
る
与
え
ら
れ
た
期
問
の
あ
い
だ
土
地
推
饒
度
を
高
め
る
た
め
の
進

　
　
　
歩
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
同
時
に
こ
の
豊
饒
度
の
持
続
的
源
泉
を
滅
す
た
め
の
進
歩
で
も
あ
る
」
（
】
）
鶉
内
毛
岸
隼
一
〇
〇
竃
Ｈ
～
心
　
　
長

　
　
　
谷
訳
脊
木
版
、
第
一
部
八
○
○
）
を
読
む
場
合
に
、
私
の
附
し
た
傍
点
の
箇
所
を
素
通
り
し
な
い
よ
う
に
願
い
た
い
。
こ
の
全
文
は
あ
き
ら

　
　
　
か
に
汀
定
の
上
の
否
定
で
あ
り
、
単
な
る
否
定
で
は
な
い
。
肯
定
の
上
で
の
否
定
　
　
そ
の
否
定
面
の
危
機
的
た
其
現
が
、
硯
在
の
丙
欧
、
洲

　
　
　
国
の
政
府
に
１
よ
る
農
業
の
楴
遣
的
改
善
政
策
の
提
起
を
余
儀
な
く
さ
せ
て
い
る
箏
態
に
、
み
ら
れ
る
と
思
う
の
で
お
ろ
。
　
（
な
お
、
こ
の
引

　
　
　
用
文
の
訳
文
は
、
右
に
述
べ
た
肯
定
面
へ
の
注
意
を
見
落
さ
な
い
よ
う
に
、
長
待
部
訳
よ
り
も
や
や
意
訳
し
て
お
る
。
）

（
注
３
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
手
取
り
早
く
は
、
拙
稿
一
一
投
業
抜
術
の
発
展
と
農
民
」
・
経
済
主
体
性
講
座
塘
六
巻
（
中
火
公
漁
祉
刊
）
所
火
賄

　
文
、
一
三
九
頁
以
下
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
注
４
）
　
戦
後
目
本
農
業
に
も
耕
転
機
械
化
の
新
し
い
段
階
が
ひ
ら
け
て
は
ぎ
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
は
、
プ
ラ
ウ
及
び
ハ
ロ
ー
の
耕
転
原
理
（
土



壌
の
完
全
反
転
．
砕
土
の
分
化
）
の
上
に
立
脚
せ
ず
、
旧
来
の
短
床
梨
型
の
耕
転
の
段
階
に
照
応
し
た
小
型
機
械
と
し
て
登
場
し
て
い
る
に
す
ぎ

な
い
。
西
欧
諸
国
で
、
戦
後
に
い
ち
ぢ
る
し
く
進
展
し
た
ト
ラ
ク
タ
ー
の
普
及
と
は
、
右
の
点
で
同
一
視
す
る
わ
け
に
い
か
な
い
。
西
欧
に
お
け

る
ト
ラ
グ
タ
ー
普
及
の
間
題
と
し
て
現
に
当
面
し
て
い
る
限
界
は
、
ト
ラ
ク
タ
ー
普
及
に
も
か
か
わ
ら
ず
コ
ソ
バ
ィ
ソ
が
満
足
に
入
り
得
な
い
と

い
う
こ
と
で
お
る
（
こ
の
点
は
山
岡
亮
一
干
西
ド
ィ
ツ
の
農
業
構
造
に
っ
い
て
』
１
「
経
済
論
叢
」
第
八
六
巻
六
号
・
一
七
頁
１
に
も
ふ
れ
ら
れ

て
い
る
）
の
に
対
し
、
目
本
で
は
、
耕
縁
機
普
及
に
も
か
か
わ
ら
ず
本
格
的
な
ト
ラ
ク
タ
ー
（
そ
れ
は
プ
ラ
ウ
・
ハ
ロ
ー
の
耕
転
方
式
に
結
び
っ

く
）
が
入
り
得
な
い
と
い
う
点
に
間
題
が
あ
る
。

三

　
現
在
目
本
の
農
業
制
度
に
お
け
る
上
述
の
よ
う
な
経
営
面
積
規
模
の
全
般
的
倭
小
さ
は
、
長
い
半
封
姪
的
寄
生
地
主
制
時
代
を
経

過
し
た
給
果
と
し
て
の
、
個
有
の
歴
史
的
素
困
を
も
っ
て
い
る
。

　
そ
の
歴
史
的
素
因
を
さ
ら
に
さ
か
の
ぽ
っ
て
い
え
ば
、
寄
生
地
主
制
下
の
農
民
の
経
祥
ｍ
秩
規
模
（
さ
ら
に
そ
の
経
営
面
積
が
小

筆
に
い
ち
ぢ
る
し
く
分
散
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
も
含
め
て
）
は
、
徳
川
純
粋
封
建
伽
時
代
の
手
労
働
に
も
と
ず
く
一
般
的
な
経

営
面
秩
規
模
を
お
お
む
ね
ひ
き
つ
い
で
い
る
の
で
あ
る
。
寄
生
地
主
制
時
代
に
は
、
そ
の
伝
来
的
な
農
民
経
舛
両
秩
規
模
の
上
に
適

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

応
し
う
る
限
り
で
の
、
い
わ
ば
日
本
的
近
代
化
と
も
名
付
け
る
べ
き
農
法
変
化
を
つ
み
万
ね
、
化
学
肥
料
の
逃
投
に
支
え
を
も
と
め

る
特
異
な
炎
法
的
構
逃
を
築
き
あ
げ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
こ
の
特
災
た
農
法
准
炭
Ｏ
コ
ー
ス
と
結
び
つ
い
た
と
こ
ろ
の

寄
小
地
キ
例
時
代
の
挫
民
経
営
而
秋
規
棋
を
先
行
す
る
徳
川
時
代
？
〆
、
れ
と
対
比
的
に
い
う
な
ら
ば
、
次
の
柵
違
点
が
重
、
災
で
あ
る
。

惚
川
時
代
に
は
投
民
的
利
川
（
共
同
体
的
利
川
）
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
た
革
刈
場
が
、
農
民
各
ｎ
Ｏ
｛
州
す
る
桝
地
の
ほ
か
に
具
傲
さ
れ

て
い
た
。
当
時
の
止
陸
力
段
附
で
は
耕
地
を
し
て
俳
地
だ
け
で
ン
、
の
肥
沃
度
の
再
牛
雌
を
企
う
せ
し
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
再

　
　
　
．
戦
後
ｎ
本
の
農
業
捌
皮
の
破
綻
（
井
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
　
（
八
五
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
一
第
九
巻
・
第
六
号
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
八
一
八
五
八
一
　
’

生
産
の
基
本
的
条
件
と
し
て
臭
の
草
去
利
用
の
た
め
に
、
刈
敷
の
源
泉
と
し
て
補
給
す
る
入
会
地
の
具
禦
必
要
で
あ
つ
た
の

あ
る
（
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
の
封
建
時
代
の
農
法
段
階
□
三
圃
農
法
〕
で
も
白
然
の
草
生
の
補
給
地
が
必
要
て
あ
つ
た
　
　
た
だ
直
接
的
な

刈
敷
形
態
で
な
し
に
媛
家
蓄
を
介
し
て
の
補
給
で
あ
つ
た
に
せ
よ
一
。
こ
の
入
会
地
は
軍
地
主
制
時
代
に
は
農
民
の
農
用
的
利

用
か
ら
は
ぎ
と
ら
れ
・
軍
地
主
制
的
山
林
所
有
に
禦
込
吏
て
行
く
一
こ
の
点
は
、
白
然
の
草
寿
用
か
ら
草
の
驚
一
飼
料

作
物
一
一
の
転
換
と
結
び
つ
い
て
、
入
会
の
草
生
補
給
崇
耕
地
に
撃
込
ま
れ
て
行
く
ヨ
、
ロ
ヅ
バ
の
農
法
近
代
化
の
発
展
コ
、

ス
と
全
く
異
奮
と
こ
ろ
で
膏
、
日
本
の
農
法
発
展
を
化
学
肥
料
の
過
投
に
支
え
集
め
る
特
異
憲
法
的
構
造
一
と
た
ど
ら
せ

る
上
で
の
里
程
標
を
な
す
）
。
長
い
寄
生
地
主
制
の
支
配
は
、
そ
れ
に
相
応
し
た
個
有
の
土
地
利
用
の
態
様
を
全
国
土
的
に
も
た
ら

し
た
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
こ
こ
で
想
起
し
て
も
ら
っ
て
お
く
こ
と
は
無
駄
に
な
ら
な
い
と
思
う
。
　
「
農
用
地
か
ら
剥
離
し
た
か
つ

て
の
入
会
採
草
地
は
林
地
と
な
る
が
、
林
地
と
し
て
は
そ
れ
ら
は
、
伐
木
の
搬
出
に
便
利
な
里
山
に
位
置
を
占
め
る
だ
け
に
植
林
の

対
象
に
な
り
や
す
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
一
方
耕
地
は
小
作
米
収
得
の
み
を
自
己
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
の
寄
生
地
主
制
の
支
配
の
も
と

で
は
・
水
が
か
り
が
あ
り
さ
え
す
れ
ば
、
山
合
い
の
林
地
の
際
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
が
、
貧
弱
な
水
田
と
し
て
で
あ
れ
、
水
円
化
さ
れ
る
。

山
の
地
主
的
上
地
所
有
と
耕
地
の
地
主
的
土
地
所
有
と
が
、
こ
う
し
て
水
旧
と
林
地
と
の
、
接
条
的
膿
用
地
ぬ
き
の
、
相
互
に
無
関

係
な
土
地
利
用
区
分
託
造
す
る
。
林
地
の
側
で
は
奥
山
の
閑
発
さ
れ
ざ
る
枕
林
適
地
が
天
泌
林
と
し
て
の
低
度
の
利
州
に
放
讐

れ
つ
つ
。
そ
し
て
耕
地
の
側
で
は
、
畑
地
が
低
度
の
牛
産
条
件
の
ま
ま
に
放
雌
さ
れ
つ
つ
」
　
（
一
舳
掲
「
経
済
主
体
性
離
坐
」
六
巻
所
収
拙

論
・
一
四
〇
～
一
四
一
頁
）
・
寄
生
地
主
制
時
代
の
農
民
経
営
俳
地
而
秋
の
倭
小
さ
は
、
こ
の
よ
う
な
上
地
利
川
の
不
令
処
山
な
硬
、
肯
状

態
の
現
出
の
な
か
で
？
〆
、
れ
で
あ
る
。

　
さ
て
戦
後
の
農
地
改
革
は
、
以
上
の
歴
史
的
素
因
を
も
つ
と
こ
ろ
の
農
民
経
営
血
秋
暁
櫟
ｏ
企
般
的
倭
小
さ
を
、
寄
生
地
主
制
の



解
体
後
の
農
民
経
営
に
申
し
送
っ
た
。

　
半
封
建
的
土
地
所
有
制
が
、
農
耕
地
に
お
い
て
い
う
か
ぎ
り
お
い
て
、
も
っ
ば
ら
寄
生
地
主
的
土
地
所
有
形
態
を
と
り
、
ユ
ソ
ヵ

１
制
の
形
態
に
お
け
る
地
主
の
大
直
営
地
を
ほ
と
ん
ど
全
く
見
る
こ
と
○
な
か
つ
た
日
本
の
半
封
腔
的
土
地
所
有
の
解
体
で
は
、
地

主
か
ら
取
り
上
げ
た
土
地
を
も
っ
て
、
農
民
経
営
規
模
の
何
ら
か
の
拡
大
に
役
立
て
得
る
よ
う
な
土
地
フ
ア
ソ
ド
が
成
立
せ
ず
、
し

た
が
っ
て
解
放
は
も
っ
ぱ
ら
、
農
民
の
従
来
か
ら
耕
作
し
て
い
た
土
地
の
所
有
権
が
ン
、
れ
ジ
、
れ
の
農
民
の
手
に
移
る
と
い
う
こ
と
が

基
木
と
な
り
、
経
営
規
模
○
拡
大
の
余
地
は
与
え
ら
れ
な
い
。

　
上
地
フ
ァ
ソ
ド
の
成
立
の
可
能
性
は
、
山
林
原
野
の
解
放
が
も
し
進
ん
で
い
た
ら
、
あ
る
程
度
見
出
せ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と

は
考
え
得
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
だ
が
農
地
改
革
が
、
山
林
原
野
の
解
放
ま
で
ほ
と
ん
ど
波
及
せ
ず
に
終
っ
た
と
い
う
こ
と
に
は
、

反
動
勢
力
の
阻
止
力
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
山
林
原
野
が
農
業
生
産
力
の
構
成
諾
力
の
一
内
卒
と
し
て
編
成
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う

農
業
牛
産
の
実
態
が
影
響
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
（
も
し
そ
う
で
な
く
そ
れ
ら
が
農
業
化
産
諸
力
の
一
内
容
に
な
つ
て
い
る
実
体
を

農
業
生
産
が
失
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
い
か
に
反
動
勢
力
の
阻
止
力
や
法
令
上
の
制
限
が
あ
ろ
う
と
も
、
解
放
は
山
林
原
野
へ
の
波
及

な
し
で
は
す
ま
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
）
。

　
右
に
は
、
農
地
改
革
そ
れ
臼
体
が
、
そ
れ
が
上
か
ら
の
も
の
に
せ
よ
下
か
し
の
も
の
に
せ
よ
、
改
革
当
時
の
農
業
生
産
力
の
実
体

に
即
し
た
或
る
必
然
的
な
規
定
を
う
け
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
、
長
い
（
独
｛
資
本
主
義
段
附
ま
で
持
続
し
た
と
い
う
北
、
心
味
で
）
寄
生

地
主
制
時
代
Ｏ
経
過
の
締
火
と
し
て
の
帷
史
的
素
内
を
も
つ
と
こ
ろ
の
農
民
経
常
規
棋
の
特
火
的
な
倭
小
さ
が
改
革
後
に
引
き
つ
が

れ
ざ
る
を
得
な
い
の
は
、
有
の
必
然
的
な
被
規
定
に
条
件
ず
け
ら
れ
て
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
、
を
述
べ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
い
つ
た

か
ら
と
い
っ
て
私
は
、
農
地
改
堆
は
そ
の
イ
ニ
シ
ャ
チ
ー
ブ
が
詐
の
丁
に
握
り
れ
て
遂
行
さ
れ
よ
う
と
、
要
す
る
に
同
じ
こ
、
戸
し
だ
つ

　
　
　
戦
管
本
の
繋
制
度
の
破
綻
一
井
上
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九
一
八
五
九
一



　
　
　
立
命
嬉
経
済
学
（
第
九
巻
．
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
っ
　
（
八
六
〇
）

た
と
い
わ
ん
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
ち
が
い
は
次
の
点
に
か
か
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
農
地
改
革
に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
る
倭

小
経
営
規
模
．
苓
細
土
地
所
有
の
農
民
を
集
団
化
の
方
向
で
の
農
業
の
構
造
的
変
革
へ
の
予
定
さ
れ
た
一
つ
の
経
過
点
　
　
こ
の
構

造
的
変
革
へ
の
大
衆
的
な
白
党
性
を
ン
、
こ
か
ら
湧
き
出
さ
せ
る
緑
過
点
　
　
と
見
な
す
と
こ
ろ
の
農
地
改
琳
て
あ
っ
た
か
ど
う
か
と

い
う
点
に
か
か
る
問
趣
で
あ
る
。
農
地
改
革
を
そ
れ
だ
け
で
白
已
完
緒
的
な
改
革
と
み
な
す
と
こ
ろ
の
上
か
ら
の
農
地
改
革
に
あ
っ

て
は
、
ユ
、
れ
が
独
占
資
本
主
義
の
塊
段
階
で
行
わ
れ
る
と
い
う
限
り
に
お
い
て
、
改
革
の
成
果
が
た
ち
ま
ち
に
農
業
発
展
の
新
た
な

桂
桔
に
転
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
は
、
現
に
見
る
と
お
り
で
あ
る
。

　
日
本
の
農
業
瑛
論
界
で
は
、
農
地
改
革
後
の
農
業
制
度
が
、
み
ぢ
か
い
期
問
で
は
あ
れ
或
る
相
対
的
な
安
定
を
示
し
た
一
時
期
に

例
の
「
中
農
標
準
化
」
な
い
し
「
中
農
肥
大
化
」
論
が
巾
を
き
か
し
た
。
そ
れ
は
階
層
分
化
の
進
行
そ
の
も
の
に
対
し
て
否
定
的
な

中
農
安
定
諭
で
は
も
ち
ろ
ん
な
く
、
階
膚
分
化
の
図
式
的
進
行
に
対
す
る
或
る
歪
み
と
し
て
つ
か
ま
え
、
そ
の
正
み
を
も
つ
て
独
占

資
本
主
義
段
階
で
の
附
胴
分
化
の
特
徴
と
し
て
の
一
般
化
を
試
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
そ
の
標
準
化
さ
れ
、
肥
大
化

さ
れ
た
附
岬
、
、
し
し
て
つ
か
ま
れ
た
と
こ
一
・
）
の
挫
家
Ｏ
締
桝
一
…
枕
岨
検
の
牒
憎
が
、
い
ま
で
は
と
っ
く
に
、
膿
業
所
得
だ
け
で
農
塚
小

計
を
ま
か
き
得
る
簿
パ
…
雛
竺
水
艦
以
下
に
逃
し
て
し
ま
っ
て
い
一
・
こ
と
が
は
っ
言
し
て
き
与
）

　
（
注
）
　
山
旧
盛
人
郎
氏
の
計
算
に
某
づ
く
昭
和
三
〇
年
度
の
狩
料
に
よ
れ
ば
、
税
込
み
終
業
所
得
で
小
、
汁
を
ま
か
な
い
う
、
線
は
・
束
北
の
場
八
Ｈ
に

　
炎
茱
粗
所
得
八
二
一
、
一
、
、
■
○
、
い
円
で
こ
れ
は
経
営
両
秋
平
均
が
二
．
五
～
三
町
の
線
。
近
畿
の
場
く
口
に
炎
業
粗
所
得
五
七
九
、
一
Ｕ
９
０
円
で
こ
れ

　
　
は
経
常
而
秩
平
均
が
一
．
四
～
一
．
四
五
町
の
線
、
１
（
山
川
盛
太
郎
「
口
本
農
業
化
、
雌
力
搬
辿
」
・
篶
波
〃
店
刊
・
一
一
ド
頁
の



購
分
化
は
・
か
っ
て
の
上
向
・
下
向
農
家
の
分
岐
点
に
あ
る
階
層
と
見
き
れ
た
と
こ
ろ
の
、
厚
茎
る
層
婁
し
た
階
膏

体
が
・
裳
所
得
だ
け
で
農
窄
計
撃
ま
か
芝
ず
、
兼
養
家
に
溝
す
る
と
い
う
形
の
大
量
的
崩
落
ン
一
、
ひ
き
お
こ
し
て
、
進

ん
で
き
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
）

　
そ
れ
故
に
こ
そ
政
府
は
・
い
わ
ゆ
る
「
自
立
経
鴬
」
５
き
庁
Ｏ
づ
茅
規
模
農
家
の
育
成
と
い
う
こ
と
を
構
造
的
改
善
政
策
Ｏ
〔
標

に
か
か
げ
ざ
る
を
得
な
い
・
そ
し
て
ま
た
こ
の
口
標
へ
の
接
近
は
資
本
主
義
○
経
済
発
展
を
背
景
と
す
る
階
屑
分
化
の
一
層
の
進
行

に
依
拠
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
農
業
人
口
の
減
少
・
農
家
の
減
少
傾
向
に
乗
じ
つ
つ
、
兼
業
農
家
の
労
働
市
場
の
な
か
に
向
つ
て
の

吸
収
解
消
を
促
す
た
め
の
何
ら
か
の
人
為
的
方
策
を
加
え
る
と
い
う
こ
と
が
、
「
白
立
経
営
」
規
漢
胤
一
欠
家
○
育
成
策
の
異
を
か
え
し

た
表
現
と
い
う
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

　
（
注
）
　
「
白
立
経
営
」
は
家
族
労
働
力
が
そ
の
農
業
に
、
完
全
就
職
し
、
杜
会
的
に
妥
当
な
生
活
を
享
受
し
う
る
農
業
所
得
の
確
保
が
可
能
な
も
の

　
　
と
さ
れ
・
そ
の
場
合
の
家
族
は
近
代
的
家
族
関
係
と
し
て
傍
系
を
含
ま
ず
、
経
営
主
と
そ
の
妻
の
二
労
働
単
位
な
い
し
帰
女
子
を
考
慮
し
て
三
労

　
　
働
単
位
の
家
族
で
構
成
さ
れ
る
と
い
う
前
提
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
現
在
よ
り
二
割
の
労
働
生
産
性
の
向
上
を
前
提
と
す
る
と
、
最
低
の
限
界
線
で

　
　
い
一
て
丁
丁
五
町
か
ら
一
・
五
～
二
町
の
警
面
積
規
簑
そ
註
該
当
す
る
と
、
一
応
考
え
ら
れ
て
い
る
吉
で
、
芸
一
前
掲
「
農
業
の

　
　
基
本
間
題
と
基
本
対
策
（
案
）
」
。

　
　
　
た
お
こ
こ
で
傍
点
を
附
し
た
個
所
に
注
意
し
て
も
ら
い
た
い
。
こ
の
案
の
予
測
期
問
で
あ
る
十
年
後
に
、
も
し
こ
の
案
通
り
に
二
側
の
労
働
生

　
　
産
性
の
向
上
が
、
稲
作
で
実
現
さ
れ
る
と
す
る
な
ら
ぼ
、
米
は
過
剰
生
陸
に
な
る
筈
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
米
の
消
荻
は
十
年
後
に
も
一
割
し
か
坤

　
　
加
し
な
い
と
い
－
享
測
が
こ
の
奮
体
の
予
測
と
し
て
立
て
ら
れ
て
い
る
し
、
こ
の
予
測
は
言
そ
う
な
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
二
割
の

　
　
労
働
生
産
性
の
向
上
と
は
稲
作
の
み
の
そ
れ
で
な
く
、
今
後
の
十
年
間
の
消
孜
が
現
在
の
三
倍
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
酪
農
生
産
物
か
、
も

　
　
し
く
は
現
在
の
二
倍
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
呆
樹
生
塵
物
等
を
含
ん
だ
総
合
的
な
農
業
生
陸
に
お
い
て
の
労
働
生
産
性
の
向
上
で
し
か
、
の
り

　
　
得
な
い
；
、
）
だ
と
す
れ
ぱ
・
こ
の
よ
う
な
総
合
的
な
簑
生
警
現
実
化
す
る
と
こ
ろ
装
的
土
台
に
定
着
し
な
い
か
ぎ
り
は
、
「
白
立
警
一

　
　
な
る
も
の
は
・
そ
の
ヴ
ィ
ジ
一
ソ
す
ら
姦
け
な
い
一
一
と
に
な
っ
て
し
言
。
と
こ
ろ
で
そ
の
よ
う
な
農
法
的
土
台
を
享
ぎ
う
る
と
こ
ろ
の
農

　
　
　
　
警
日
本
の
簑
制
度
の
破
綻
一
井
上
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
一
八
六
一
一



，移推の口人家農－戸家農国企
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
九
巻
．
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二
　
（
八
六
二
）

　
　
法
的
発
展
は
西
欧
諸
国
の
場
合
と
ち
が
っ
て
、
そ
れ
が
ど
こ
に
も
現
実
化
さ
れ
な
い
以
前
の
段
階
で
、
世
界
史
的
と
も
い
う
べ
ぎ
農
業
危
機
に
早

　
　
く
も
合
流
し
て
い
る
と
い
う
、
前
述
の
間
題
点
に
、
再
び
こ
こ
で
回
帰
す
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
最
近
発
表
を
み
た
ば
か
り
の
一
九
六
〇
年
農
業
セ
ソ
サ
ス
の
取
あ
え
ず
の
集
計
結
果
を
み
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
農

家
人
口
は
五
五
年
に
く
ら
べ
て
五
・
九
％
の
減
少
で
あ
っ
た
の
に
、
農
家
戸
数
は
同
期
問
に
わ
ず
か
に
○
・
三
％
し
か
減
っ
て
い
な

い
。
五
五
～
六
〇
年
が
い
わ
ゆ
る
経
済
の
高
度
成
長
の
年
に
か
か
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
戸
数
減
少
率
が
わ
ず
か
に
○
．
三

％
に
す
ぎ
ず
、
ン
、
れ
は
、
そ
れ
以
前
の
五
ヶ
年
問
（
一
九
五
〇
～
五
五
年
）
の
戸
数
減
少
率
を
す
ら
は
る
か
に
下
廻
る
と
い
う
或
る

諦
数
人
い
・
、
訂
酬
二
淋
∴
　
、

、
、
自
、
一
舳
．
剛
兵
忽
ぷ
蜘

　
　
減
　
　
　
　
　
　
　
風
カ
は
原
っ
の
　
要

　
　
■
閑
一
■
　
　
　
台
を
値
台
い
満
概

　
　
数
刊
町
蝸
７
・
辮
鳥
辮
へ
蛛
江

　
　
人
　
　
　
”
Ｍ
躰
　
伊
推
島
伊
な
５
含
査

　
　
総
　
　
　
３
３
３
一
は
戸
群
は
ま
は
を
調

　
，
千
１
％
５
２
３
．
に
舳
美
に
含
に
人
家

　
　
七
　
　
　
４
・
２
・
０
・
一
年
３
・
奄
年
は
年
雇
膿

数
一
れ
一
　
　
十
　
　
　
一
一
３
５
Ｇ
も
３
５
分
２
５
の

　
一
叩
　
　
　
二
家
次
一
家
，
み
ス

…

一
年 数戸総次

一
ゾ
９

一
千
〇

一
　
〇
）５年

２
２

６７１，６年
２
５

３４０，６年
３
０

－
－
一
て
農
年
て
農
が
込
サ

２
５
ー
い
査
の
い
査
む
住
ソ

乃
　
っ
調
れ
っ
調
含
た
セ

６
　
に
未
づ
に
未
を
ま
年

　
数
の
い
数
の
島
。
６
０

年
一
戸
害
■
・
人
害
群
む
”

５
　
　
被
た
　
　
被
美
含

３

　
一
）
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
）

■
ｉ
一
１
　
　
　
　
　
２
　
　
　
　
　
　
３

乱

意
味
で
期
待
は
ず
れ
の
今
次
農
業
セ
ソ
サ
ス
の
集
計
結
果
は
、
構
造
改

善
政
策
へ
の
今
後
の
見
透
し
が
容
易
で
た
い
こ
と
を
語
る
も
の
の
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

　
脱
農
（
－
彗
竃
膏
睾
）
を
一
般
的
に
困
難
な
ら
し
め
て
い
る
の
は
、
日

本
の
視
代
資
本
主
義
に
お
け
る
労
働
市
場
や
賃
金
体
系
の
歴
史
的
に
規

定
さ
れ
た
特
色
、
礼
会
保
証
の
費
閃
等
六
と
緒
び
つ
い
て
、
派
業
農
家

と
し
て
滞
留
す
る
農
民
た
ち
■
に
と
っ
て
特
殊
な
意
味
を
帯
び
る
に
い
た

っ
て
い
る
と
こ
ろ
の
彼
ら
の
木
細
地
片
の
私
的
所
有
で
あ
る
。

　
今
同
の
一
九
六
〇
年
セ
ソ
サ
ス
に
よ
れ
ば
兼
業
農
家
は
総
幾
家
数
の

六
五
．
七
％
に
達
し
（
一
九
五
五
年
に
は
六
五
・
五
％
で
あ
っ
た
）
て

い
る
が
、
こ
の
「
兼
業
農
家
の
な
か
で
八
割
以
上
九
割
近
く
は
、
世
帯



一
主
な
い
し
は
後
継
者
に
あ
た
る
も
の
が
兼
業
に
従
事
し
て
い
る
農
家
で
あ
り
、
し
か
も
兼
業
農
家
の
五
割
は
世
帯
主
が
年
問
一
〇
〇

目
以
上
兼
業
に
従
事
し
て
い
る
」
（
一
九
六
〇
年
世
界
農
業
セ
ソ
サ
ス
、
農
家
調
査
結
果
概
要
第
一
巻
上
一
二
二
頁
）
こ
と
が
新
た
に
判
明
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
主
人
兼
業
な
い
し
後
継
者
の
兼
業
が
非
個
定
的
な
あ
る
い
は
非
常
勤
的
な
兼
業
の
場
合
は
別
と
し
て
、
個
定
的
・
常
勤
的

な
賃
金
労
働
の
場
合
に
は
、
農
業
と
の
両
立
は
困
難
化
し
、
農
業
は
主
帰
や
老
人
ま
か
せ
と
な
り
、
主
人
の
農
事
労
働
は
せ
い
一
ぱ

　
い
の
と
こ
ろ
で
い
わ
ゆ
る
日
曜
百
姓
の
程
度
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
場
合
の
農
業
は
農
業
と
し
て
は
潜
在
的
に
遺
棄
さ
れ
つ

　
つ
あ
る
形
態
と
み
ら
れ
得
る
。
と
こ
ろ
で
農
業
は
潜
在
形
態
で
の
遺
棄
が
進
行
し
て
も
、
零
細
地
片
の
自
己
所
有
は
遺
棄
さ
れ
な
い
。

現
代
日
本
で
の
不
安
定
な
生
活
の
諸
条
件
の
な
か
で
は
、
ン
、
れ
が
彼
ら
に
と
っ
て
の
生
涯
に
わ
た
る
生
活
の
安
全
を
保
証
す
る
と
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
）

　
で
と
考
え
ら
れ
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
場
合
農
業
は
む
し
ろ
、
零
細
地
片
の
白
己
所
有
を
ま
も
り
ぬ
く
た
め
の
ア
ク
セ

　
サ
リ
ー
に
し
か
す
ぎ
な
く
な
る
。

　
　
（
注
）
　
人
夫
・
日
傭
や
、
季
節
出
か
せ
ぎ
等
、
非
固
定
的
な
賃
労
働
兼
業
と
自
家
の
わ
ず
か
の
農
業
と
を
両
立
的
に
組
み
合
せ
た
か
っ
て
の
小
作
賛

　
　
　
農
以
来
か
ら
あ
る
貧
農
の
賃
労
働
兼
業
の
型
に
対
し
て
、
こ
の
勤
労
的
土
地
も
ち
労
働
者
に
傾
斜
し
た
賃
労
働
兼
業
の
発
生
は
、
農
地
改
革
後
の

　
　
　
農
業
制
度
に
お
い
て
現
わ
れ
た
新
し
い
賃
労
働
兼
業
形
態
と
し
て
特
徴
ず
け
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。

　
　
こ
う
し
て
「
零
細
地
片
の
私
的
所
有
に
も
と
づ
く
極
度
に
零
細
な
農
民
経
営
を
も
っ
て
う
ず
め
つ
く
さ
れ
た
農
業
制
度
」
と
規
定

　
し
た
職
後
の
農
業
制
度
は
、
広
汎
な
農
宗
の
兼
業
化
〇
一
部
に
お
い
て
、
ン
、
の
零
細
地
片
の
勤
労
老
的
所
有
が
そ
の
所
有
者
の
手
で

　
畏
業
の
経
仰
的
内
実
か
ら
剰
灘
し
つ
つ
あ
る
私
的
土
地
所
有
の
断
片
と
な
っ
て
散
在
し
、
ン
、
の
こ
と
が
全
体
と
し
て
農
業
制
度
に
お

　
け
る
経
常
の
極
度
の
苓
細
性
を
釘
づ
け
に
す
る
作
用
（
そ
れ
は
こ
の
農
業
制
皮
に
お
け
る
牢
細
地
片
の
私
的
所
有
ン
、
の
も
の
の
う
ち

　
に
内
在
さ
れ
て
い
た
作
刑
で
あ
る
）
を
顕
在
化
さ
せ
る
こ
と
と
な
る
、

　
　
　
　
戦
後
日
本
の
農
業
捌
度
の
破
綻
（
井
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
　
（
八
六
三
）



　
　
　
立
命
嬉
経
済
学
へ
第
九
巻
．
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四
　
（
八
六
四
）

　
か
く
て
要
す
る
に
、
は
じ
め
に
経
営
規
模
○
極
端
な
零
細
性
と
農
業
生
産
力
○
発
展
と
○
問
○
矛
盾
と
し
て
、
と
り
あ
げ
た
と
こ

ろ
の
誰
の
目
に
も
映
り
や
す
い
矛
盾
の
背
後
に
は
、
土
地
間
題
が
ひ
そ
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
勤
労
者
的
イ
ニ
シ
ャ
チ
ー
ブ
に
よ
る

政
策
主
体
の
も
と
で
の
構
造
的
変
革
と
し
て
こ
の
土
地
問
題
に
坂
り
組
む
と
す
る
な
ら
ぱ
、
こ
○
土
地
問
題
○
上
述
の
現
段
階
で
○

性
格
と
、
現
在
の
杜
会
的
牛
産
力
の
発
展
段
階
か
ら
い
っ
て
、
ン
、
の
解
決
○
方
向
は
、
勤
労
者
的
土
地
所
有
○
基
礎
○
上
で
○
土
地

管
理
の
集
団
化
を
経
由
し
て
、
除
六
に
そ
の
勤
労
者
的
土
地
私
有
を
集
団
的
所
有
に
向
っ
て
発
展
的
に
解
消
す
る
道
を
え
ら
ぶ
以
外

に
な
い
で
あ
ろ
う
。
独
占
資
本
主
義
に
お
け
る
支
配
階
級
の
側
か
ら
の
構
造
的
改
善
と
し
て
右
の
土
地
問
題
へ
の
取
り
組
み
は
、
白

立
経
営
規
模
農
家
の
育
成
対
象
と
な
り
う
る
相
対
的
に
大
き
な
私
的
土
地
所
有
の
た
め
の
私
的
土
地
所
有
断
片
の
清
掃
（
諾
種
の
迂

回
路
を
経
由
す
る
に
し
て
も
本
質
的
に
は
そ
う
で
あ
る
）
以
外
に
な
い
で
あ
ろ
う
。

附
記
こ
の
お
と
に
っ
づ
く
節
で
、
現
在
の
農
業
制
度
の
解
体
過
租
が
今
後
一
層
進
行
す
る
結
果
と
し
て
、
あ
る
地
帯
で
の
土
地
飢
饅
と
・
或

る
地
帯
で
の
土
地
断
片
の
持
て
余
し
が
併
行
し
て
進
み
、
あ
る
い
は
或
る
地
帯
で
の
農
業
労
働
力
の
滞
留
過
剰
と
或
る
地
帯
で
の
農
業
労
働
力
の

不
足
と
が
併
行
し
て
進
む
等
々
の
、
不
均
等
な
展
開
が
必
然
化
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
点
を
指
摘
し
た
い
と
思
っ
た
。
そ
し
て
ま
た
そ
の
よ
う
な
不
均

等
な
展
開
は
、
西
欧
で
は
す
で
に
蜘
著
に
進
ん
で
お
り
、
そ
こ
で
の
構
造
的
改
善
政
策
は
そ
れ
ら
の
不
均
等
な
展
開
の
上
に
立
っ
て
施
策
の
手
段

を
見
出
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
点
で
の
或
る
ズ
レ
が
西
欧
で
の
構
造
的
改
善
政
策
と
口
本
の
構
逃
的
改
善
政
策
と
の
間

に
お
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
西
欧
と
く
ら
べ
て
の
日
木
の
ズ
レ
は
二
煎
的
で
あ
る
。
一
っ
は
解
体
過
程
へ
の
出
発
点
と
な
っ
た
農

業
糊
度
が
い
ま
だ
近
代
的
農
法
の
定
杵
を
ど
こ
に
も
奔
れ
得
て
い
な
い
と
い
う
、
山
発
点
の
ズ
レ
と
、
こ
こ
に
述
べ
た
解
体
過
租
の
展
閉
座
合
い

の
ズ
レ
と
。

　
こ
れ
ら
の
諾
閉
魎
に
対
し
て
い
え
ば
、
こ
の
小
諭
で
お
っ
か
っ
た
範
囲
は
序
脱
的
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
が
、
一
応
こ
こ
で
糊
災
し
て
お
く
。


